
　
３
月
議
会
に
お
い
て
平
成
20
年
度
予
算
を
可
決
し
ま

し
た
。
そ
の
年
の
予
算
は
１
年
の
施
政
を
表
し
、
市
長

の
姿
勢
を
表
し
ま
す
。
２
６
６
億
１
，
１
４
７
万
円
の

一
般
会
計
予
算
は
昨
年
よ
り
8.9
％
増
の
予
算
と
な
り
ま

し
た
。
や
り
繰
り
や
工
夫
を
凝
ら
し
た
努
力
は
評
価
で

き
る
と
こ
ろ
で
す
。
つ
る
せ
台
小
学
校
建
設
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ

手
法
を
取
り
入
れ
、
借
入
金
を
10
億
円
に
縮
減
。
市
債

の
金
利
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
年
７
％
以
上
の
市
債

に
つ
い
て
繰
上
償
還
し
借
換
を
実
施
。
新
施
策
と
し
て

学
校
教
育
支
援
事
業
に
英
語
指
導
助
手
の
小
学
校
へ
の

派
遣
な
ど
３
０
，
６
０
３
千
円
、
富
士
見
市
を
き
れ
い

に
す
る
条
例
に
基
づ
く
路
上
喫
煙
禁
止
の
啓
発
な
ど
に

２
，
７
７
６
千
円
な
ど
。
予

算
と
し
て
は
大
き
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
限
ら
れ

た
範
囲
で
前
向
き
な
投
資
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

市
債
残
高
２
５
４
億
円
、
ま
だ
ま
だ
財
政
健
全
化

と
適
切
な
市
政
運
営
に
多
大
な
努
力
が
必
要
で
す
。

　
名
は
体
を
表
す
。
富
士
見
市
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
体
型
の
36
歳
。
膨

れ
た
借
金
の
た
め
に
お
腹
が
出
、
経
常
経
費
を
下
げ
る
た
め
に
ダ
イ

エ
ッ
ト
、
財
政
基
盤
で
あ
る
足
腰
へ
の
負
担
を
軽
減
中
。
投
資
的
経

費
で
あ
る
両
腕
に
少
し
づ
つ
筋
肉
を
戻
す
筋
ト
レ
も
必
要
。
最
後
は

頭
の
活
性
化
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
不
全
症
候
群
の
解
消
で
し
ょ
う
か
？
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後期高齢者医療制度

今年４月より７５歳以上の長寿の方（後期高齢者）のた

めの新しい医療制度が始まりました。これは医療費削減

至上主義の方々が考え出した、現代版“姥捨て山”より

もひどい悪法といわれています。長寿の方は制度のこと、

保険料のことなどいろいろ不安のことがあると思います。

しかしこの地区では医師会の先生方が協力して今までと

変わりなく近くの医療機関を安心して受診していただい

て大丈夫です。かかりつけのひとつの医療機関を決め、

他の医療機関を受診できないわけではありません。わか

らないことがあれば遠慮なくかかりつけ医の方に相談し

てください。

平成20年6月20日

編集者のつぶやき

名
は
体
を
表
す

 勉強会に参加して思うこと…みっちゃんは、スタッフを

はじめ色々なジャンルの仲間達に、文字通り支援されて

いるということです。そしていい意味で、少しづつ前に

進んでいる…動きを感じます。「胎動」のような動き!!

喜びを運んで来る…そんな未来を感じています。どうぞ

応援宜しくお願い致します。大っきく・大きく成長中！

富士見市の財政分析 やさしい会計学　第５回 まとめ：富士見市政の向かうべき方向は

　今回は、財政から見た富士見市の実態と今後の方向性

についてレポートします。

　まず前回までの考察した結論をまとめますと、富士見

市の財政構造は、借金は多く、経常的経費の比率も高い。

職員の給与水準は高いが、職員数を減らすことで人件費

費用を抑えている。とまとめられると思います。非常に

窮屈な財政と言わざるを得ません。緊縮財政を続ければ

赤字は免れますが将来の成長がありません。何が成長分

野かを見極める力と着実に実行する実行力が今富士見市

に必要でしょう。

　最後に今後の方向性について私見を述べさせていただ

きます。

①人口増減率、老年人口割合に留意した行政を行うこと

下図2007年推計人口によると、都道府県別にベストとワー

ストで大きな格差があります。

東京都は最も人口が多く、人口増減率もトップ。一方島根、

長崎、鳥取等は過疎県の位置付けで人口減少も多く、

老年人口割合も多くなります。但し都市部ではない沖縄

県が老年人口、人口増率で埼玉を上回っています。何ら

かのビジネスチャンスが生まれているというべきで、今

後は都市部でも特色がなければジリ貧になるという危機

感を持つべきです。

②成長の源泉を内需型産業に求めること

　現在団塊の世代が定年を迎えていますが、戦後の日本

経済の復興は一貫して外需（輸出等）に支えられましたが、

その主役は中国･インド等に移りました。

　今後は内需を意識した経済成長にならざるを得ないと

思います。下図世代別資産でも団塊の世代はがっちり資

産を保有しています。これが停滞せず循環するためには、

健康維持（医療）、自分への投資（教育）、新たなライ

フスタイルの追求（住宅）等がいかに活性化するかであり、

地方自治としてこれらの基盤整備が成長の鍵になると思

います。今回でこのシリーズを終了します。ありがとう

ございました。

東京

埼玉
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長崎
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沖縄
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2007年10月１日推計人口（総務省資料）
世代別に見た家計の平均資産保有額 (万円）

（総務省統計局「全国消費実態調査2004年」）

総人口（千人） 人工増減率（％） 老年人口割合（％）
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